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WEB-BASED TEST

TOEIC® Listening & Reading

Institutional Program (IP) online Test Result

TOTAL SCORE

LISTENING

TOEIC
®
 Listening & Reading Institutional Program (IP) online Test Resultは、団体特別受験制度（IP：Institutional Program、以下IP）のうち

インターネット環境があれば、所属団体／自宅等で受験可能な〔IP online〕によるテスト結果です。

受験制度に関する詳しい内容は「TOEIC
®
 Listening & Reading Test 受験制度に関するご案内」をご確認ください。

LISTENING READING

TOEIC® Listening & Reading Institutional Program (IP) online Test Resultに関するご案内

KOKUSAI TARO

250点前後のスコアを取得する受験者には一般的に以下の長所が
認められます。
・限られた長さの文章においては、簡単な推測ができる。
・文章中に使われているのと同じ表現が問題に使用されているときは、
　事実に基づく情報に関する問題に正答できる。
　正しい選択肢が文章中の情報を簡単に言い換えたものであれば、
　事実に基づく情報に関する問題に答えられることもある。
・一つの文、または二つの文にわたる情報を関連付けることができる
　こともある。
・簡単な語彙が理解できる。中級レベルの語彙を理解できることもある。
・よく使用される、規則に基づいた文法構造が理解できる。文法以外に
　難しい言語的要素（難しい語彙が使われている、情報を関連付ける
　必要がある）がある場合でも、文法的に正しい選択肢が選べる。

このレベルの受験者の一般的な弱点を見るためには、
Score Descriptor Tableを参照してください。
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300点前後のスコアを取得する受験者には一般的に以下の長所が
認められます。
・短い会話において、特に語彙が難しくないときは、話の主旨、目的、
　基本的な文脈が推測できることもある。
・長い聴解文において、情報の繰り返しや言い換えがあるときは、話の
　主旨、目的、基本的な文脈が理解できる。
・短い会話において、簡単な、または中級レベルの語彙が使用される
　ときは、話の詳細が理解できる。
・長い聴解文において、情報が繰り返され、解答に必要な情報が話の
　最初か最後に提示されるときは、話の詳細が理解できる。情報が
　少し言い換えられていても、詳細が理解できる。

このレベルの受験者の一般的な弱点を見るためには、
Score Descriptor Tableを参照してください。
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1.

2.

当協会が行っています。

＜220～5のスコアを取得した場合＞一般的に以下の長所が認められます。

・あまり広い範囲を読む必要がないとき、ならびに文章中に使われているのと同じ表現が問題に使用
　されているときは、事実に基づく情報に関する問題に正答できる。
・簡単な語彙、よく使用される句が理解できる。
・あまり広い範囲を読む必要がないときは、よく使用される、規則に基づいた文法構造が理解できる。

※120点以下のスコアを取得した受験者には、150点前後のスコアを取得した受験者の長所がいくらか

　認められることがありますが、成績はより不安定になりがちです。

＜220～5のスコアを取得した場合＞一般的に以下の弱点が認められます。

・文章中の情報について、推測ができない。
・事実に基づく情報の、言い換えが理解できない。解答するとき、問題に使用されているのと同じ
　単語や句を文章の中から探すことに頼る。
・一つの文中の情報さえ、関連付けることができないことが多い。
・限られた語彙しか理解できない。
・文法以外に難しい言語的要素（難しい語彙が使用されている、情報を関連付ける必要がある）がある
　場合は、簡単な文法構造も理解できない。

＜495～425のスコアを取得した場合＞一般的に以下の長所が認められます。

・文章の主旨や目的が推測できる。詳細が推測できる。
・意味を読み取ることができる。言い換えがあっても、事実に基づく情報が理解できる。
・文章全体にわたる情報を関連付けることができる。関連する二つの文章のつながりを理解できる。
・幅広い語彙（あまり使われない語彙、あるいは様々なトピックで用いられる語彙）、よく使用される
　単語の例外的な意味、慣用句的な使い方が理解できる。また、似たような意味で使われる複数の
　単語を区別することができる。
・規則に基づいた文法構造が理解できる。また、難しく、複雑で、あまり使用されない文法的な構造が
　理解できる。

＜495～425のスコアを取得した場合＞

一般的に、このレベルのスコアを取得する受験者には、解答する際に、多くの考えや複雑な考えが、少
ない単語もしくは複雑な方法で表現されている場合、または難解な語彙が出てくる場合にのみ、弱点が
見られます。

＜420～325のスコアを取得した場合＞一般的に以下の長所が認められます。

・文章の主旨や目的が推測できる。詳細が推測できる。
・意味を読み取ることができる。言い換えがあっても、事実に基づく情報が理解できる。
・文章に使用されている語彙や文法が難しいときでも、文章の限られた範囲内では情報を関連付ける
　ことができる。
・中級レベルの語彙が理解できる。文脈中の難しい語彙、よく使用される単語の例外的な意味、
　慣用句的な使い方が理解できることもある。
・規則に基づいた文法構造が理解できる。また、難しく、複雑で、あまり使用されない文法的な構造が
　理解できる。

＜420～325のスコアを取得した場合＞一般的に以下の弱点が認められます。

・文章内の広い範囲にわたる情報を関連付けることができない。
・難しい語彙、よく使用される単語の例外的な意味、または慣用句的な使い方が理解できないことも
　ある。似たような意味で使われる複数の単語は、区別できないことが多い。

＜320～225のスコアを取得した場合＞一般的に以下の長所が認められます。

・限られた長さの文章においては、簡単な推測ができる。
・文章中に使われているのと同じ表現が問題に使用されているときは、事実に基づく情報に関する問題
　に正答できる。正しい選択肢が文章中の情報を簡単に言い換えたものであれば、事実に基づく情報に
　関する問題に答えられることもある。
・一つの文、または二つの文にわたる情報を関連付けることができることもある。
・簡単な語彙が理解できる。中級レベルの語彙を理解できることもある。
・よく使用される、規則に基づいた文法構造が理解できる。文法以外に難しい言語的要素（難しい語彙
　が使われている、情報を関連付ける必要がある）がある場合でも、文法的に正しい選択肢が選べる。

＜320～225のスコアを取得した場合＞一般的に以下の弱点が認められます。

・言い換え、または情報の関連付けが必要な推測ができない。
・事実に基づく情報を、難しい語彙を使用して言い換えた場合は、理解する能力は非常に
　限られている。解答するときは、問題に使用されているのと同じ単語や句を文章の中から探す
　ことに頼ることが多い。
・二つ以上の文にわたって情報を関連付けることができないことが多い。
・難しい語彙、よく使用される単語の例外的な意味、または慣用句的な使い方が理解できない。
　似たような意味で使われる複数の単語は区別できないことが多い。
・より難しい、複雑な、またはあまり使用されない文法構造が理解できない。

Strength(長所) Weakness（弱点)

2025.4

Score Descriptor Table(レベル別評価の一覧表)

Listening(リスニング セクション)

Strength(長所) Weakness（弱点)
＜495～375のスコアを取得した場合＞一般的に以下の長所が認められます。

・短い会話において、応答が間接的だったり、または簡単に予測できないようなものであっても、
　幅広い語彙（あまり使われない語彙、あるいは様々なトピックで用いられる語彙）を使用した話の
　主旨、目的、基本的な文脈が推測できる。
・長い聴解文において、幅広く語彙が使用されていても、話の主旨、目的、基本的な文脈が推測
　できる。情報の繰り返しや言い換えがなかったり、広い範囲にわたって情報を関連付ける必要が
　あるときでも、同じことができる。
・短い会話において、否定構文が使用されていたり、構文が複雑だったり、難しい語彙が使われている
　場合でも詳細が理解できる。
・長い聴解文において、広い範囲にわたって情報を関連付ける必要があったり、情報の繰り返しが
　なくても、話の詳細が理解できる。情報が言い換えられていたり、否定構文が使用されていても、
　詳細が理解できる。

＜495～375のスコアを取得した場合＞

一般的に、このレベルのスコアを取得する受験者には、解答する際に、あまり使用されない文法や語彙
が出てくるときにのみ、弱点が認められます。

＜370～275のスコアを取得した場合＞一般的に以下の長所が認められます。

・短い会話において、特に語彙が難しくないときは、話の主旨、目的、基本的な文脈が推測できる
　こともある。
・長い聴解文において、情報の繰り返しや言い換えがあるときは、話の主旨、目的、基本的な文脈が
　理解できる。
・短い会話において、簡単な、または中級レベルの語彙が使用されるときは、話の詳細が理解できる。
・長い聴解文において、情報が繰り返され、解答に必要な情報が話の最初か最後に提示されるときは、
　話の詳細が理解できる。情報が少し言い換えられていても、詳細が理解できる。

＜370～275のスコアを取得した場合＞一般的に以下の弱点が認められます。

・短い会話において、応答が間接的だったり、簡単に予測できないとき、もしくは語彙が
　難しいときは、話の主旨、目的、基本的な文脈の理解が困難である。
・長い聴解文において、広い範囲にわたって情報を関連付ける必要があるとき、もしくは難しい
　語彙が使用されるときは、話の主旨、目的、基本的な文脈が理解できない。
・短い会話において、構文が複雑なときや、難しい語彙が使われている場合は、話の詳細が理解
　できない。否定構文が使用されるときは、詳細が理解できないことが多い。
・長い聴解文において、広い範囲にわたって情報を関連付ける必要があるとき、もしくは情報が
　繰り返されないときは、話の詳細が理解できない。言い換えられた情報、または難しい文法的な
　構造はほとんど理解できない。

＜270～5のスコアを取得した場合＞一般的に以下の長所が認められます。

・写真描写において、写真の主旨に関する短い（一文の）記述が理解できる。
・長い聴解文において、情報が何度も繰り返されたり、語彙が簡単なときは、話の主旨、目的、
　基本的な文脈が理解できることもある。
・短い会話や写真描写において、語彙が簡単で、話のごく一部を理解すればよいときは、話の詳細や
　写真に関する記述が理解できる。
・長い聴解文において、解答に必要な情報が話の最初か最後に提示され、問題中に使用されている
　表現と一致するときは、話の詳細が理解できる。

※170点以下のスコアを取得した受験者には、200点前後のスコアを取得した受験者の長所がいくらか

　認められることがありますが、成績はより不安定になりがちです。

＜270～5のスコアを取得した場合＞一般的に以下の弱点が認められます。

・短い会話において、表現が直接的で、予想外の情報が提示されることがなくても、話の主旨、
　目的、基本的な文脈が理解できない。
・長い聴解文において、広い範囲にわたって情報を関連付ける必要があるとき、もしくはやや難しい
　語彙が使用されるときは、話の主旨、目的、基本的な文脈が理解できない。
・短い会話において、やや難しい語彙が使用されるとき、もしくは構文が複雑なときは、話の詳細が
　理解できない。否定構文が使用されるときは、詳細が理解できない。
・長い聴解文において、解答に必要な情報が話の途中で提示されたときは、話の詳細が理解できない。
　言い換えられた情報や難しい文法的な構造が理解できない。

Reading(リーディング セクション)

一般財団法人 国際ビジネスコミュニケーション協会

IIBC 公式サイト https://www.iibc-global.org

TOEIC® Listening & Reading Test 受験制度に関するご案内

一般財団法人 国際ビジネスコミュニケーション協会（以下、当協会）ではTOEIC® Listening & Reading Testを下記の2種類でご提供しております。

公開テスト
当協会が指定する日時・場所において、当協会が主催するものです。
毎回新たにETSが制作したテスト問題が使用されます。

テスト結果はETS と当協会によって認定され、Official Score Certificate（公式認定証）が受験者本人宛に発行されます。

団体特別受験制度（IP：Institutional Program、以下IP）

IP には、①企業・団体・学校が独自に設定した日時・場所において、実施団体の管理の下で行われる形式〔IP〕と②インターネット環境があれば、所属団体／自宅

等でいつでも受験可能な形式〔IP online〕の2種類があります。テスト問題は、公開テストで過去に使用した問題を一定期間あけて再利用します。

①の形式を受験した場合は、テスト結果としてスコアレポートが発行され、②の形式を受験した場合は、専用サイトにてテスト結果が表示されます。
なお、公開テストとIPのテスト結果（スコア）の意味は同じです。

TOEIC
®
 Listening & Reading Testは米国の非営利テスト開発機関であるETSにより制作されています。日本におけるTOEIC

®
 Listening & Reading Testの実施・運営は



TOEIC Program IP テストのご受験お疲れさまでした。
皆様は現在テスト結果を手にしていることかと思いますが、以下のような疑問をお持ちではないでしょうか。

そんな方に、今後の学習の参考となるコンテンツをご紹介いたします。英語学習指導のプロがスコア別の学習
法や目的に応じた効果的な学習についてお伝えします。動画は 1本あたり 5分程度ですので、スキマ時間にご
視聴いただけます。今後も定期的にアップデートしてまいりますので、ぜひご確認ください！

「今のスコアで何ができる？」「目指すレベルには、あと何点必要？」「効果的な学習方法とは？」

学習動画のご紹介

スコア別学習法

目的別学習法

▼動画の視聴はこちら▼

定価：3,300円（税込）
A4変型判／本誌 112 ページ・別冊 200 ページ／
CD 2 枚＋特典音声ともにダウンロード可
ISBN：978-4-906033-71-3

定価 :【1～4】3,080 円 （税込）【5～9】3,300 円 （税込）

公式 TOEIC® Listening & Reading問題集シリーズ
公式TOEIC®
Listening & Reading 問題集 10

その他の教材の詳しい内容は、
IIBC公式サイトでご確認ください。

本番同様のクオリティー
だから受験準備に最適︕

公式教材のご案内

https://iibc.me/ip-learning-support

https://iibc.me/prep_ip



TOEIC®

Listening & Reading Test

Ⅰ 全国データ

全国の受験者のスコアデータです。ご自身のスコアと比較することで英語力の現在地の確認等にお役立てください。

Ⅱ Can Doガイド

スコア帯別の「できる（Can Do）こと」の一覧です。ご自身のスコアから推定される具体的な「できる（Can Do）こと」の把握等にお役立てください。

Ⅲ 関連情報

TOEIC® Programに関連する情報です。

Ⅰ全国データ

ご自身のスコアと比較することで英語力の現在地の確認等にお役立てください
TOEIC® Listening & Reading Test（以下、TOEIC L&R）に関する全国の受験者のスコアデータです。

【2023年度（2023年4月～2024年3月）】のデータに基づいて作成しています。

全体データ

 企業・団体/学校別受験者数と平均スコア  Totalスコア分布

 全体 人

 Totalスコア分布  Totalスコア分布

 企業・団体 人  学校 人

IPテスト

TOEIC L&R 参考情報

Contents
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学校データ
中学校・高校・高専・短大・大学・大学院・専門学校などの教育機関で実施されたIPテストデータ

 所属学校・学年別受験者数と平均スコア

教育機関内で実施されたIPテスト受験者のうち、「学歴・学校（所属学校・学年）」に回答されたデータを集計

 高校 人  短大 人

点 点 点 点 点 点

 高専 人  大学 人

点 点 点 点 点 点

 大学院 人

点 点 点

 専門学校 人

点 点 点

※「高専6・7年」「大学院3・4年」については、「高専専攻科1・2年」「大学院博士課程後期」

　　などと読み替えることができます。

 大学専攻別受験者数と平均スコア

大学内で実施されたIPテスト受験者のうち、「学校・学歴」・「専攻」に回答されたデータを集計

学生データ

 受験目的別人数の割合

公開テスト受験申込時点の所属と受験目的に関するアンケート回答データを集計

※実際の受験目的に最も近い選択肢を選ぶ択一式のアンケートです。なお、対象者の属性と関連性が低い受験目的については「その他」にまとめています。

 高校生・高専生 人

 大学生・短大生・大学院生・専門学校生・その他学生 人

Reading 179 Total434 平均スコア Listening

471

8,403

470,086

238 Reading 156 394

平均スコア Listening 229 Reading 156 Total 平均スコア Listening 264 Reading Total

14,566

Reading 257

Total

IPテスト

17,189 4,598

平均スコア Listening 255

208

公開テスト

31,910

395,621

462282 Reading 180 Total

Total 565308

9,761

平均スコア Listening

385

平均スコア Listening

■Listening ■Reading
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255 

256 

163 

175 

184 

407 

430 

440 
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高校1年 (1,825人)

高校2年 (4,738人)

高校3年 (10,626人)

222 

248 

212 

230 

242 

264 

251 

147 

169 

142 

156 

168 

182 

172 

370 

418 

354 

386 

410 

446 

423 
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高専1年 (147人)

高専2年 (293人)

高専3年 (3,976人)

高専4年 (7,133人)

高専5年 (2,273人)

高専6年 (548人)

高専7年 (196人)

220 

267 

145 

173 

365 

440 
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短大1年 (2,854人)

短大2年 (1,744人)

252 

264 

290 

304 

201 

204 

225 

242 

454 

468 

515 

545 
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大学1年 (259,788人)

大学2年 (115,369人)

大学3年 (70,885人)

大学4年 (24,044人)

301 

318 

349 

340 

250 

263 

303 

298 

551 

581 

652 

638 

0 100 200 300 400 500 600 700 800

大学院1年 (5,563人)

大学院2年 (2,346人)

大学院3年 (350人)

大学院4年 (144人)269 

300 

169 

196 

438 

496 
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専門学校1年 (5,757人)

専門学校2年 (4,004人)

302 

271 

294 

256 

262 

226 

212 

225 

206 

210 

528 

483 

519 

462 

472 
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語学・文学系（英語専攻）

(47,738人)

語学・文学系（英語専攻以外）

(29,333人)

国際関係学系

(27,345人)

情報科学系

(24,479人)

商学・経済・経営系

(68,843人)

259 

267 

252 

268 

252 

213 

210 

202 

223 

196 

472 

476 

454 

491 

448 

0 100 200 300 400 500 600 700 800

法学系

(28,971人)

社会学系

(23,202人)

理・工・農学系

(123,991人)

医・薬学系

(19,909人)

教育・教養系

(20,558人)

就職活動に必要 27% 入試に必要 24%

学校で受験が義務化（推奨含む）

7% 英語力の確認 24%

英語学習の動機付け

6% その他 12%
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就職活動に必要 4%

入試に必要 47%

学校で受験が義務化（推奨含む）

10% 英語力の確認 26%

英語学習の動機付け

5% その他 7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



Ⅱ Can Doガイド

ご自身のスコアから推定される具体的な「できる（Can Do）こと」の把握等にお役立てください
本Can Doガイドは、TOEIC L&Rの受験者を対象に行った、英語を使ってできることに関するアンケート調査の結果をまとめたものです。

ご自身が該当するスコアレンジにおける●がついた項目が、英語を使って「できる（Can Do）こと」の目安になります。スコア帯別の●「できる (Can Do)」項目に加えて

▲「困難を伴うができる (Can Do with Difficulty)」項目や今後の学習課題となる■「できない (Cannot Do)」項目についてもご確認いただくことができます。

なお、TOEIC® Speaking & Writing Testsを受験することで、話す力や書く力などの発信力の現在地を知ることができます。TOEIC L&Rと併せてご活用ください。

●「できる (Can Do)」

スコアレンジとCan Do項目 ▲「困難を伴うができる (Can Do with Difficulty)」 100～ 150～ 200～ 250～ 300～ 350～ 400～ 450～

■「できない (Cannot Do)」 145 195 245 295 345 395 445 495

■ ■ ■ ■ ■ ■ ▲ ▲ ●

■ ■ ■ ■ ■ ■ ▲ ▲ ●

■ ■ ■ ■ ■ ■ ▲ ▲ ●

■ ■ ■ ■ ■ ▲ ▲ ▲ ●

■ ■ ■ ■ ■ ▲ ▲ ● ●

■ ■ ■ ■ ▲ ▲ ▲ ● ●

■ ■ ■ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ●

■ ■ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ●

■ ■ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ●

■ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ●

■ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ●

■ ▲ ● ● ● ● ● ● ●

▲ ● ● ● ● ● ● ● ●

▲ ● ● ● ● ● ● ● ●

▲ ● ● ● ● ● ● ● ●

●「できる (Can Do)」

スコアレンジとCan Do項目 ▲「困難を伴うができる (Can Do with Difficulty)」 100～ 150～ 200～ 250～ 300～ 350～ 400～ 450～

■「できない (Cannot Do)」 145 195 245 295 345 395 445 495

■ ■ ■ ■ ▲ ▲ ▲ ● ●

■ ■ ■ ■ ▲ ▲ ▲ ● ●

■ ■ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ●

■ ■ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ●

■ ■ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ●

■ ■ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ●

■ ■ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ●

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ●

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ●

▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ●

▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ●

▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ●

▲ ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

自己紹介の内容の手紙を見て、相手がどういう人か理解できる

電車やバス、飛行機等の時刻表を見て、出発・到着時間や行き先を理解できる

友達からのBirthday CardやChristmas Card、年賀状等の簡単なハガキを読み、理解することができる

簡単な案内用看板を見て意味を理解できる（“EXIT”“Entrance”“Stop!”）

アルファベットを大文字、小文字とも読むことができる

英語で書かれた住所を見てその場所を（地図上等で）特定することができる

Readingスコアレンジ

～95

初めて目にする話題であっても英字新聞を読んで内容を理解することができる

TimeやNewsweekといった雑誌の記事を読んで内容を理解することができる

ペーパーバック等の物語、小説を読んで理解することができる

CD等に付属している英語の楽曲の歌詞を見て内容を理解できる

映画の英語字幕（クローズド・キャプション）を見て内容を理解できる

海外旅行の案内（パンフレット等）を読んで理解できる

英語で書かれた自分に興味がある内容のホームページを見て内容を理解できる

レストランのメニューがわかる

事前に日本語のニュースや新聞等で内容を知っている話題であれば、英字新聞を読んで理解することができる

TOEIC Reading Can Doガイド【学生用】

自己紹介を聞いて（耳慣れない人名や地名でなければ）相手の名前や出身地等を聞き取ることができる

ゆっくりと配慮して話してもらえば、近くの場所までの道順を理解できる

先生や講師が授業中等に出す指示を理解できる（例：“Repeat after me.”“Open your textbook to page …”）

“How are you?”“Where do you live?”“How do you feel?”といった簡単な挨拶や質問を理解できる

日付、時間を聞いて理解できる

曜日や月を聞いて理解できる

事前に日本語のニュースや新聞等で内容を知っている話題であれば、テレビのニュースでアナウンサーの話す内容を聞いて理解することができる

TOEIC Listening Can Doガイド【学生用】

Listeningスコアレンジ

～95

初めて耳にする話題であってもテレビのニュースを聞いてアナウンサーの話す内容を理解することができる

自分の専攻分野の講義や講演を聞いて理解することができる

テレビやラジオのニュース等で、インタビューに答えている人の話す内容を聞いて理解することができる

映画やテレビドラマを見て（聞いて）内容を理解することができる

意見が異なる2人の議論を聞いて、双方の主張の要点や対立点が理解できる

レストランでウェイターが行う本日のお勧めメニューの説明を聞いて理解できる

人の呼び出しや予定行事の（変更）案内といった、公共の場でよく行われるアナウンスを聞いて内容を理解できる

搭乗時刻や出発ゲート等に関する一般的な空港でのアナウンスを聞いて理解できる



Ⅲ関連情報

TOEIC® Speaking & Writing Tests について
TOEIC® Testsには、TOEIC L&Rに加えて、話す・書く力を測定する「TOEIC® Speaking & Writing Tests（以下、TOEIC S&W）」があります。

TOEIC L&Rと併せて、TOEIC S&Wも受験することで、英語による4技能（聞く・読む・話す・書く力）を把握することができます。

パソコンを スピーキング スピーキング 0～200点

使用して実施 ライティング ライティング 0～200点

 TOEIC S&W 受験目的別人数の割合

TOEIC S&W公開テスト受験申込時点の所属と受験目的に関するアンケート回答データをもとに集計

 高校生・ 高専生 人

 大学生・短大生・大学院生・専門学校生 人

 社会人 人

 TOEIC S&W 受験者とTOEIC L&Rスコア

TOEIC S&W公開テストとIPテスト受験者に、直近で受験したTOEIC L&Rのスコア（範囲）をアンケート調査した結果を集計

公開テストは2007年1月～2024年3月まで、IPテストは2008年6月から2024年3月までの累計

 TOEIC L&Rスコア別TOEIC S&W受験者数  TOEIC L&Rスコア別TOEIC S&W平均スコア

ETS, the ETS logo, PROPELL, TOEIC and TOEIC BRIDGE are registered trademarks of

ETS, Princeton, New Jersey, USA, and used in Japan under license. Portions are copyrighted by ETS and used with permission.

7,699

4,241

1,006

2023年4月～2024年3月に実施された公開テストデータ

※実際の受験目的に最も近い選択肢を選ぶ択一式のアンケートです。なお、対象者の属性と関連性が低い受験目的については「その他」にまとめています。

テストの具体的な内容については下記をご参照ください

https://www.iibc-global.org/toeic/test/sw.html

テスト形式 テスト時間/問題数 テスト結果

約60分/8問

約20分/11問

【900～】

34,028人
(12.2%)

【800～895】

60,727人
(21.7%)

【700～795】

57,032人
(20.4%)

【600～695】

49,745人
(17.8%)

【500～595】

35,030人
(12.5%)

【400～495】

24,549人
(8.8%)

【～395】

18,128人
(6.5%)

進学・卒業に必要なため

65%

今後の英語学習に役立てるため・

自己啓発・レベルチェック 22%

英語学習プログラムの効果を測るため 5%

就職活動のため 3%

その他

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進学・卒業に必要なため

19%

就職活動のため

23%

今後の英語学習に役立てるため・自己啓発・レベルチェック

36%

英語学習プログラムの効果を測るため 9%

その他

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就職活動のため

11%

昇進・昇格のため

14%

今後の英語学習に役立てるため・自己啓発・レベルチェック

60%

英語学習プログラムの効果を測るため 10%

その他

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

■Speaking ■Writing
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88.4 

69.2 

167.1 

151.4 

141.5 

132.1 

122.6 

109.6 

84.5 

0 20 40 60 80 100 120 140 160

900～

800～895

700～795

600～695

500～595

400～495

～395

(33,981人)
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(17,927人)

(27,051人)
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(43,363人)

(37,049人)

(26,120人)

(18,419人)

(14,135人)


